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阿
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三
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絵
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に
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す
る
試
論

一

善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
に
関
す
る
試
論

安
　
藤
　
香
　
織

─
徳
川
本
を
起
点
に
─

緒　
　
　

言

一　

徳
川
本
の
詳
細

二　

絵
像
の
作
例
と
図
様
概
要

　

①
中
世
の
作
例

　

②
図
様
の
概
要

三　

光
背
に
み
る
絵
像
の
系
統

四　

月
蓋
長
者
夫
妻
像

　

①
月
蓋
長
者
夫
妻
像
の
意
味

　

②
根
津
本
縁
起
絵
の
検
討

　

③
札
類
に
お
け
る
月
蓋
長
者
夫
妻
像
成
立
の
試
論

　

④
徳
川
本

五　

善
光
寺
信
仰
に
お
け
る
絵
像
の
位
置
付
け

結　
　
　

語

　
　
　

緒　
　
　

言

信
濃
国
善
光
寺
は
長
野
県
長
野
市
に
所
在
す
る
大
寺
院
で
あ
る
。
そ
の
本
尊
で
秘
仏

と
さ
れ
る
阿
弥
陀
三
尊
像
は
、
天
竺
の
月
蓋
長
者
が
、
現
前
し
た
阿
弥
陀
如
来
の
姿
を

写
し
鋳
た
生
身
仏
で
あ
り
、
百
済
を
経
て
日
本
へ
最
初
に
伝
来
し
た
三
国
伝
来
の
本
師

如
来
で
あ
る
と
い
う
縁
起
と
と
も
に
、
鎌
倉
時
代
以
降
、
篤
く
信
仰
さ
れ
た
。
こ
の
善

光
寺
信
仰
の
拡
大
に
は
、
善
光
寺
本
尊
の
霊
験
を
各
地
で
説
い
て
回
っ
た
聖
の
伝
道
活

動
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
聖
が
笈
に
収
め
て
持
ち
運
び
、
あ
る
い
は
各
地
に

建
立
さ
れ
た
新
善
光
寺
の
本
尊
と
な
す
べ
く
、
善
光
寺
本
尊
の
模
刻
、
い
わ
ゆ
る
善
光

寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
が
造
顕
さ
れ
た
。
聖
の
活
動
と
深
い
関
わ
り
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

浄
土
宗
・
浄
土
真
宗
・
時
宗
も
そ
れ
ぞ
れ
善
光
寺
信
仰
を
取
り
込
み
布
教
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
善
光
寺
信
仰
の
流
行
と
広
が
り
は
、
全
国
に
約
六
百
件
の
模
刻
が
存

す
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
り
、
数
は
少
な
い
も
の
の
、
絵
像
の
作
例
も
報
告
さ
れ
て
い

る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

薄田大輔　狩野典信にみる江戸狩野派の探幽学習─狩野典信筆「西湖図」を中心に─

図5　狩野典信筆　黄石公・鯉・竹鶴図　個人蔵



善
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陀
三
尊
絵
像
に
関
す
る
試
論

二

本
稿
で
は
徳
川
美
術
館
に
伝
来
し
た
絵
像（
以
下
、「
徳
川
本
」
と
略
称
す
る
／
図
1
）一

幅
を
取
り
上
げ
る
。
徳
川
本
は
、
現
存
す
る
数
少
な
い
中
世
の
絵
像
で
あ
り
、
山
本

泰
一
氏
に
よ
っ
て
、
根
津
美
術
館
の
所
蔵
す
る
掛
幅
の
善
光
寺
縁
起
絵（
重
要
文
化
財
。

以
下
、「
根
津
本
縁
起
絵
」
と
略
称
す
る
）と
と
も
に
簡
潔
に
紹
介
さ
れ
た
。
山
本
氏
は
根
津

本
縁
起
絵
に
画
中
本
尊
と
し
て
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
が
描
か
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
そ
の
製
作
年
代
を
鎌
倉
時
代
と
断
じ
た
一
方
で
、
徳
川
本
に
つ
い
て
は
製
作
年
代

を
十
五
世
紀
半
ば
過
ぎ
頃
と
結
論
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
他
、
絵
像
に
関
す
る
論
考
は
展

覧
会
図
録
の
作
品
解
説
等
に
と
ど
ま
り
、
模
刻
に
比
べ
て
研
究
が
遅
れ
て
い
る
。
根
津

本
縁
起
絵
に
つ
い
て
は
山
本
氏
の
後
、
内
田
啓
一
氏
に
よ
っ
て
も
研
究
が
発
表
さ
れ
た

が
、
あ
く
ま
で
も
大
幅
の
縁
起
絵
で
あ
り
、
他
の
絵
像
と
は
製
作
意
図
が
異
な
る
た

め
、
両
者
を
一
括
り
に
論
じ
る
に
は
注
意
を
要
し
よ
う
。

本
論
で
は
、
徳
川
本
の
図
様
を
細
部
に
わ
た
っ
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
他
の
絵
像

と
も
比
較
し
て
、
絵
像
を
で
き
る
限
り
系
統
立
て
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。
ま

た
絵
像
に
加
え
ら
れ
る
月
蓋
長
者
夫
妻
像
を
取
り
上
げ
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
試
論
を

提
示
す
る
と
と
も
に
、
善
光
寺
信
仰
に
お
け
る
絵
像
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
追
考
す

る
。

　
　
　

一　

徳
川
本
の
詳
細

本
図
は
、
一
光
三
尊
形
式
の
阿
弥
陀
三
尊
を
描
い
た
絹
本
著
色
の
掛
軸
で
あ
る
。

表
装
は
中
廻
・
風
帯
を
萌
黄
地
牡
丹
唐
草
文
金
襴
と
し
、
上
下
を
茶
地
波
文
銀
襴
と

す
る
。
軸
首
は
寸
切
で
、
魚
々
子
地
に
蓮
華
文
様
が
彫
ら
れ
た
金
銅
製
で
あ
る
。
絹

地
は
一
鋪
か
ら
な
り
、
縦
七
九
・
六
糎
、
横
三
五
・
〇
糎（
総
縦
一
四
三
・
九
糎
、
総
横

四
九
・
四
糎
）で
あ
る
。
画
面
の
上
端
は
図
様
か
ら
の
推
測
が
困
難
で
あ
る
が
、
左
右
お

よ
び
下
部
は
図
様
が
途
中
で
切
れ
て
い
る
た
め
、
伝
来
の
途
次
で
切
り
詰
め
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

三
尊
は
立
ち
姿
で
、
中
央
の
阿
弥
陀
如
来
が
像
高
三
四
・
八
糎
、
左
右
の
脇
侍
菩
薩

は
像
高
各
二
六
・
〇
糎
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
皆
金
色
像
で
、
肉
身
は
金
泥
、
肉
身
線
は

肥
痩
の
な
い
褐
色
の
鉄
線
描
、
衣
は
、
現
状
で
は
黄
褐
色
を
呈
す
る
地
に
、
太
め
の
截

金
線
で
衣
襞
を
表
し
、細
い
截
金
線
に
よ
っ
て
多
様
な
文
様
が
施
さ
れ
る（
図
2
・
3
）。

截
金
は
擦
れ
て
剥
落
し
て
い
る
部
分
も
多
く
、
膠
と
み
ら
れ
る
線
が
露
出
し
、
光
沢
の

あ
る
淡
い
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。
三
尊
と
も
に
頭
髪
に
は
髪
繡
が
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、

三
尊
の
唇
、
両
脇
侍
の
瓔
珞
・
腰
帯
な
ど
に
は
朱
・
白
・
緑
な
ど
で
彩
色
が
施
さ
れ
て

い
る
が
、
剥
落
が
進
ん
で
お
り
、
現
状
で
は
絹
地
の
ヤ
ケ
を
手
掛
か
り
に
図
様
を
追
う

し
か
な
い
部
分
も
あ
る
。

中
尊
か
ら
像
容
の
詳
細
を
み
て
い
き
た
い
。
阿
弥
陀
如
来
は
、
善
光
寺
式
の
典
型
的

な
印
相
で
、
右
手
は
施
無
畏
印
、
左
手
は
第
二
・
三
指
を
伸
ば
す
刀
印
を
結
ぶ
。
螺
髪

は
髪
繡
で
、
二
〜
三
本
の
髪
を
束
ね
、
纏
り
繡
い
の
繡
い
目
を
重
ね
て
螺
髪
状
に
表
す

（
挿
図
1
）。
肉
髻
珠
を
朱
の
彩
色
で
表
す
。
面
相
は
や
や
面
長
で
あ
る
。
白
毫
は
剥
落

の
た
め
定
か
に
は
確
認
で
き
な
い
。
眉
は
張
り
の
強
い
弓
形
、
眼
は
切
れ
上
が
り
気
味

で
虹
彩
を
褐
色
と
す
る
。
鼻
梁
線
を
表
す
。
唇
に
は
朱
を
差
し
、
口
髭
と
渦
を
巻
く
顎

鬚
を
描
く
。
三
道
を
表
す
。
服
制
は
、
右
肩
に
編
衫
を
付
け
大
衣
と
裳
を
ま
と
う
。
衣

に
施
さ
れ
た
截
金
文
様
は
、
大
衣
は
卍
字
繋
で
裾
は
唐
草
文（
蓮
華
か
）、
翻
っ
た
裏
面

は
斜
め
格
子
文
、
編
衫
は
麻
葉
繋
で
裾
は
半
切
の
立
涌
文
、
裏
面
は
斜
め
格
子
文
、
裳

は
格
子
と
斜
め
格
子
文
の
組
み
合
わ
せ
、
裾
は
剥
落
の
た
め
不
明
瞭
だ
が
、
段
に
分
け

ら
れ
異
な
る
文
様
が
配
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る（
図
3
─

2
・
挿
図
2
）。
同
じ
く
剥

落
に
よ
り
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
僧
祇
支
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
阿
弥
陀
の
立
つ

台
座
は
蓮
肉
に
返
花
が
二
段
で
、
黄
褐
色
の
地
に
截
金
で
蕊
と
葉
脈
を
表
す
。
最
下
段

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）



善
光
寺
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三
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に
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三

挿図1　徳川本　阿弥陀如来 髪繡部分挿図2　徳川本　阿弥陀如来 大衣裾・裳文様部分

挿図4　徳川本　観音菩薩 髪繡部分

挿図3　徳川本　勢至菩薩 面貌部分



善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
に
関
す
る
試
論

四

の
框
座
は
剥
落
が
激
し
く
、
詳
細
を
確
認
し
が
た
い
が
、
二
ヵ
所
の
入
隅
が
表
さ
れ
、

区
画
が
分
割
さ
れ
た
内
に
文
様
が
あ
り
、
甲
面
に
は
緑
青
が
残
留
し
て
い
る
。

両
脇
侍
は
ほ
ぼ
同
様
の
形
式
で
描
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
胸
前
で
左
右
の
掌
を
重

ね
る
梵
篋
印
を
結
ぶ
が
、
向
か
っ
て
右
の
観
音
は
左
手
が
上
、
左
の
勢
至
は
右
手
が
上

で
描
か
れ
、
左
右
対
称
に
な
っ
て
い
る
。
山
形
の
宝
冠
は
絹
表
か
ら
の
金
切
箔
押
し

で
、
墨
線
に
よ
っ
て
描
き
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
観
音
菩
薩
は
阿
弥
陀
の
化
仏
、
勢
至

菩
薩
は
水
瓶
を
戴
く（
図
4
・
挿
図
3
）。
頭
髪
は
髪
繡
で
、
中
尊
と
同
様
に
二
〜
三
本

を
束
ね
、
纏
り
縫
い
で
表
す（
挿
図
4
）。
耳
の
後
ろ
か
ら
白
い
冠
帯
を
肘
下
ま
で
垂
ら

す
。
面
相
は
面
長
で
、
白
毫
を
表
し
、
阿
弥
陀
と
同
様
に
、
眉
は
張
り
の
強
い
弓
形

で
、
眼
は
切
れ
上
が
り
気
味
に
描
か
れ
、
瞳
の
虹
彩
は
褐
色
と
す
る
。
鼻
梁
線
を
描

き
、
唇
に
朱
を
差
す
。
服
制
は
、
天
衣
・
条
帛
・
腰
布
・
裳
か
ら
な
る
。
天
衣
は
両
肩

を
覆
い
、
腹
前
を
通
っ
て
腕
に
か
か
り
垂
下
す
る
。
条
帛
は
左
肩
か
ら
右
脇
に
か
け
て

付
け
、
胸
前
で
交
差
さ
せ
る
。
腰
布
は
両
腿
を
覆
う
長
さ
で
、
裳
を
付
け
た
姿
で
あ

る
。
衣
の
截
金
文
様
は
、
天
衣
・
条
帛
は
斜
め
格
子
文
、
腰
布
は
唐
草
文（
蓮
華
か
）、

裳
は
格
子
と
斜
め
格
子
文
の
組
み
合
わ
せ
で
、
裾
は
剥
落
で
不
明
瞭
だ
が
流
線
文
と
み

え
る（
図
5
・
6
）。
腰
帯
は
剥
落
が
激
し
く
定
か
で
は
な
い
が
、
一
部
に
緑
青
が
残
る

の
に
加
え
、
下
地
の
ヤ
ケ
の
具
合
か
ら
、
も
と
は
腰
か
ら
垂
れ
た
二
条
を
膝
前
で
結

び
、
足
元
ま
で
垂
ら
す
形
で
、
緑
青
で
賦
彩
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（
図
6
）。
胸

飾
・
臂
釧
・
腕
釧
を
、
宝
冠
と
同
様
に
金
切
箔
押
し
に
墨
線
描
き
起
こ
し
で
表
す
。
胸

飾
の
中
央
と
両
肩
付
近
か
ら
は
瓔
珞
が
長
く
垂
れ
、
腹
前
の
輪
宝
に
一
度
集
約
さ
れ
、

さ
ら
に
左
右
の
足
元
ま
で
達
し
て
い
る
。
瓔
珞
は
大
方
が
剥
落
し
て
墨
の
下
描
き
線
が

露
出
し
て
い
る
が
、
一
部
に
や
や
厚
み
の
あ
る
彩
色
の
跡
が
黒
化
し
て
残
っ
て
い
る
の

が
認
め
ら
れ
る
。
臂
釧
に
は
花
形
装
飾
に
細
帯
が
付
属
し
て
お
り
、
腰
帯
と
同
じ
く
緑

青
で
描
か
れ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
痕
跡
が
一
部
に
み
ら
れ
る（
図
7
）。
腕
釧
は
二
重

で
素
文
で
あ
る
。
台
座
は
前
面
に
二
ヵ
所
入
隅
の
あ
る
蓮
肉
と
、
返
花
一
段
か
ら
な

り
、
黄
褐
色
の
地
に
截
金
で
蕊
と
葉
脈
を
表
し
て
い
る
。

三
尊
の
光
背
は
舟
形
で
、
白
地
に
切
箔
・
墨
線
描
き
起
こ
し
に
よ
っ
て
頭
身
光
・
化

仏
・
雲
烟
な
ど
を
描
く
。
ま
ず
、
中
央
の
阿
弥
陀
の
頭
光
・
身
光
は
、
二
条
の
帯
二
本

を
間
隔
を
と
っ
て
巡
ら
し
、
圏
帯
を
表
す
。
内
部
は
剥
落
し
て
い
る
も
の
の
、
緑
青
を

塗
り
こ
め
て
い
た
と
み
え
る
。
圏
帯
外
周
の
帯
に
蓮
華
唐
草
を
絡
ま
せ
る
。
両
脇
侍
に

は
、
一
条
の
帯
で
頭
光
が
配
さ
れ
る
。
阿
弥
陀
の
上
方
か
ら
左
右
に
か
け
て
蓮
華
唐
草

の
蔓
が
伸
び
、
七
体
の
化
仏
の
坐
す
開
敷
蓮
華
に
結
ば
れ
る
。
化
仏
七
体
は
、
そ
れ

ぞ
れ
通
肩
の
衣
に
拱
手
す
る
姿
で
、
頭
身
光
の
周
囲
に
は
蓮
弁
形
の
装
飾
帯
が
巡
り
、

頭
光
の
頂
点
は
や
や
尖
頭
形
に
な
っ
て
い
る（
図
8
）。
光
背
周
縁
部
に
は
雲
烟
が
表
さ

れ
、
雲
脚
は
外
縁
・
上
方
に
向
か
っ
て
伸
び
る
。
光
脚
に
は
蓮
弁
を
表
す
。
三
尊
を
安

ん
ず
る
方
座
は
、
上
面
は
赤
色
で
、
花
文
が
描
か
れ
た
白
色
の
痕
跡
が
十
数
ヵ
所
確
認

さ
れ
る（
図
9
）。
散
華
と
い
う
よ
り
は
図
案
化
さ
れ
た
文
様
の
よ
う
で
あ
り
、
褥
を
表

現
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。
方
座
側
面
は
墨
色
で
、
上
框
を
表
し
、
束
に
よ
っ
て
三

分
割
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
格
狭
間
が
設
け
ら
れ
る
。
各
束
の
上
部
に
は
黄
褐
色
で
金
具

が
表
さ
れ
、
束
の
両
脇
に
は
朱
線
で
縁
取
ら
れ
た
白
い
柱
状
の
装
飾
が
描
か
れ
る
。
格

狭
間
は
朱
線
で
縁
取
ら
れ
、
内
部
は
無
文
で
現
在
で
は
明
る
い
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。

三
尊
の
表
現
方
法
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
盛
行
し
た
皆
金
色
像
の
ほ
ぼ
通
例
通
り
と

言
っ
て
よ
い
。
皆
金
色
で
表
さ
れ
た
像
は
、
乾
元
元
年（
一
三
〇
二
）の
銘
記
が
あ
る
東

京
・
金
剛
寺
蔵
の
如
意
輪
観
音
像
が
初
例
で
あ
る
が
、
そ
の
形
式
化
し
た
表
現
か
ら
、

皆
金
色
の
技
法
自
体
は
十
三
世
紀
後
半
頃
に
は
完
成
し
、
十
三
世
紀
末
に
は
定
着
し
て

い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
三
尊
の
鼻
梁
線
を
表
す
宋
風
の
顔
立
ち
や
、
衣
に
使
用
さ
れ

る
文
様
の
種
類
も
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
髪
繡
は
、
記
録
の

上
で
は
『
玉
葉
』
文
治
四
年（
一
一
八
八
）年
五
月
二
十
九
日
条
が
古
く
、
実
際
の
遺
例

（
8
）
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光
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五

も
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
作
例
が
多
数
知
ら
れ
て
い
る
。
本
図
の
よ
う
に
髪
繡
を
尊
像
の

頭
髪
部
分
の
み
と
す
る
用
法
、
お
よ
び
二
〜
三
本
の
髪
を
束
ね
る
技
法
、
螺
髪
な
ど
の

繡
い
方
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
、
中
世
の
繡
仏
の
通
例
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、

表
現
方
法
に
お
け
る
特
徴
は
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
に
遡
る
が
、
全
体
的
に
形
式
化
し
た

用
い
ら
れ
方
を
し
て
お
り
、
時
代
は
降
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
前
述
の
山
本
氏

の
見
解
に
よ
る
十
五
世
紀
半
ば
過
ぎ
頃
の
製
作
と
す
る
の
は
い
さ
さ
か
降
り
過
ぎ
の
感

が
あ
る
。
絵
絹
の
織
目
が
比
較
的
詰
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
南
北
朝
時
代
十
四

世
紀
頃
の
作
と
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
が
、
製
作
年
代
に
つ
い
て

は
ひ
と
ま
ず
置
い
て
お
き
、
論
を
次
に
進
め
た
い
。

伝
来
に
つ
い
て
は
、
山
本
氏
の
述
べ
ら
れ
た
寛
政
三
年（
一
七
九
一
）よ
り
遡
っ
て
判

明
し
た
部
分
が
あ
る
た
め
、
簡
単
に
紹
介
す
る
。
本
図
の
も
と
も
と
の
伝
来
は
不
明
で

あ
る
が
、
明
和
五
年（
一
七
六
八
）、
そ
れ
ま
で
御
小
納
戸
向（
御
側
御
道
具
）で
あ
っ
た
本

図
を
含
む
仏
像
・
仏
画
類
が
、
一
括
し
て
尾
張
徳
川
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
建
中
寺
に
預

け
置
か
れ
た
。
そ
の
後
、
寛
政
三
年
に
こ
れ
ら
を
改
め
て
城
下
の
浄
土
宗
五
ヵ
寺
に
配

分
す
る
に
あ
た
り
、
本
図
は
尾
張
徳
川
家
初
代
義
直
の
生
母
お
亀
の
方（
相
応
院
）の
た

め
に
建
立
さ
れ
た
相
応
寺
へ
移
さ
れ
た
。
文
化
十
四
年（
一
八
一
七
）、こ
れ
ら
の
仏
像
・

仏
画
類
は
尾
張
徳
川
家
へ
戻
さ
れ
、
ま
も
な
く
一
括
し
て
建
中
寺
・
相
応
寺
に
次
ぐ
寺

格
の
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
る
万
松
寺
へ
収
め
ら
れ
た
。
明
治
八
年（
一
八
七
五
）に
は
再
び

尾
張
徳
川
家
へ
移
さ
れ
、
昭
和
六
年（
一
九
三
一
）に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
尾
張
徳
川

黎
明
会
に
寄
贈
さ
れ
て
、
現
在
に
至
る
。

　
　
　

二　

絵
像
の
作
例
と
図
様
概
要

①
中
世
の
作
例

（
9
）

（
10
）

（
11
）

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
掛
幅
の
絵
像
の
う
ち
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の

成
立
と
み
ら
れ
る
作
例
を
通
覧
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
本
覚
寺
本（
滋
賀
県
甲
賀
市
）�

絹
本
著
色　

南
北
朝
時
代　
　

・
徳
川
本�

絹
本
著
色　

南
北
朝
時
代　
　

・
長
野
市
立
博
物
館
本�

絹
本
著
色　

室
町
時
代　
　
　

・
善
光
寺
大
勧
進
本（
長
野
県
長
野
市
）�

絹
本
著
色　

室
町
時
代　
　
　

・
フ
リ
ー
ア
美
術
館
本（
米
国
・
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
）�

絹
本
著
色　

室
町
時
代　
　
　

以
上
に
加
え
、
鎌
倉
時
代
初
頭
に
成
立
し
た
『
覚
禅
抄
』（
勧
修
寺
蔵
）所
収
の
善
光
寺

本
尊
の
図
像
、
鎌
倉
時
代
十
四
世
紀
の
成
立
と
さ
れ
る
根
津
本
縁
起
絵
の
画
中
本
尊
が

絵
画
作
例
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
中
世
以
来
発
行
さ
れ
続
け
た
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三

尊
像
を
印
刷
し
た
札
類
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

②
図
様
の
概
要

善
光
寺
本
尊
の
像
容
の
実
際
は
秘
仏
で
あ
る
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
先
行
す
る
模
刻

の
研
究
で
は
、
一
光
三
尊
の
光
背
で
返
り
花
座
に
立
ち
、
中
尊
の
印
相
は
右
手
が
施
無

畏
印
、
左
手
が
刀
印
で
、
脇
侍
は
梵
篋
印
で
あ
る
こ
と
、
脇
侍
は
筒
形
冠
か
山
形
冠
を

戴
く
こ
と
、
中
尊
は
一
尺
五
寸（
約
四
五
糎
）、
脇
侍
は
一
尺（
約
三
〇
糎
）の
大
き
さ
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
金
銅
仏
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
中
世
の
絵
像
か
ら
大
よ
そ
の
共
通
項
を
抽
出
す
る
と
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

Ⓐ
一
光
三
尊
の
光
背
で
、
返
り
花
座
に
立
つ
。

Ⓑ
中
尊
の
印
相
は
右
手
が
施
無
畏
印
、
左
手
が
刀
印
で
、
脇
侍
は
梵
篋
印
で
あ
る
。

Ⓒ
脇
侍
は
山
形
冠
を
戴
く
。

Ⓓ
中
尊
の
像
高
は
三
五
糎
前
後
、
脇
侍
は
二
五
糎
前
後
の
大
き
さ
で
あ
る
。

（
12
）
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六

Ⓔ
皆
金
色
像
で
あ
る
。

Ⓕ
方
座
は
側
面
に
三
ヵ
所
格
狭
間
を
配
し
、
甲
面
に
赤
地
の
褥
を
表
す
。

Ⓖ
三
尊
の
足
元
に
、
月
蓋
長
者
お
よ
び
夫
人
像
が
描
か
れ
る
。

以
上
の
う
ち
、
Ⓐ
に
つ
い
て
は
、
光
背
に
配
さ
れ
た
雲
烟
・
唐
草
の
形
状
に
共
通
性

の
み
ら
れ
る
群
が
あ
り
、
次
章
で
詳
述
す
る
。

Ⓑ
・
Ⓒ
に
注
目
す
る
と
、
善
光
寺
大
勧
進
本
・
フ
リ
ー
ア
美
術
館
本（
挿
図
5
）は
、

い
わ
ゆ
る
刀
印
で
は
な
く
、
左
手
を
屈
臂
し
胸
前
ま
で
上
げ
て
い
る
。
こ
の
印
相
は
元

禄
五
年（
一
六
九
二
）か
ら
宝
永
三
年（
一
七
〇
六
）に
行
わ
れ
た
善
光
寺
出
開
帳
の
際
、
開

帳
先
の
寺
院
へ
配
布
さ
れ
た
木
版
著
色
の
絵
像
で
あ
る
荘
厳
寺
本（
熊
本
県
八
代
市
）・

正
覚
寺
本（
福
井
県
越
前
市
）と
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
脇
侍
が
山
形
宝
冠
で
は
な
く
、

三
面
頭
飾
を
戴
く
こ
と
も
、
こ
の
二
例
と
共
通
し
て
い
る
。
荘
厳
寺
本
・
正
覚
寺
本

は
、
出
開
帳
を
主
導
し
た
大
勧
進
方
の
指
導
す
る
図
像
で
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
て
お

挿図5　善光寺式阿弥陀三尊像
フリーア美術館蔵

挿図6　善光寺式阿弥陀三尊像　本覚寺蔵
画像提供：滋賀県立琵琶湖文化館

挿図7　善光寺式阿弥陀三尊像
長野市立博物館蔵

挿図8　善光寺縁起絵　第三幅
画中本尊部分　根津美術館蔵
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七

り
、
善
光
寺
大
勧
進
本
・
フ
リ
ー
ア
美
術
館
本
も
同
様
の
製
作
背
景
が
想
定
で
き
よ
う

が
、
ま
ず
は
こ
う
し
た
一
群
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

Ⓓ
の
像
高
は
、
根
津
本
縁
起
絵
を
論
じ
た
内
田
氏
に
よ
っ
て
初
め
て
指
摘
さ
れ
、

追
っ
て
長
野
市
立
博
物
館
本
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
根
津
本
縁
起
絵
は

中
尊
の
像
高
が
約
三
五
糎
、
脇
侍
が
約
二
五
糎
、
長
野
市
立
博
物
館
蔵
本
は
中
尊
が

三
六
・
〇
糎
、
脇
侍
が
二
七
・
〇
糎
で
あ
る
。
徳
川
本
も
先
に
記
し
た
通
り
、
中
尊
が

三
四
・
八
糎
、
脇
侍
が
各
二
六
・
〇
糎
で
、
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
と
言
え
る
。

絵
像
に
お
け
る
共
通
性
を
認
め
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
例
え
ば
、
本
覚
寺
本
は
作

品
全
体
の
法
量
が
縦
一
二
九
・
〇
糎
、
横
五
四
・
五
糎
の
大
型
の
作
品
で
あ
り
、
各
尊

の
像
高
も
徳
川
本
等
に
比
べ
高
い
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。
像
高
に
お
け
る
規
範
性
の
有

無
に
つ
い
て
は
、
他
本
の
調
査
結
果
を
待
ち
改
め
て
論
じ
た
い
。

Ⓔ
の
皆
金
色
像
に
つ
い
て
は
、
様
式
の
細
か
な
差
異
は
あ
れ
、
先
に
示
し
た
中
世
の

絵
像
す
べ
て
に
共
通
す
る
。
肉
身
・
衣
を
金
泥
ま
た
は
黄
と
し
、
衣
を
截
金
文
様
で
埋

め
、
徳
川
本
・
長
野
市
立
博
物
館
本
な
ど
で
は
瓔
珞
な
ど
一
部
に
彩
色
が
施
さ
れ
る
。

像
全
体
が
金
色
を
呈
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
金
銅
造
の
模
刻
と
共
通
す
る
が
、
現
存
す
る
善

光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
の
模
刻
を
み
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
三
尊
と
も
衣
を
無
文
と
し

て
い
る
。
絵
像
は
、
当
時
の
絵
画
に
お
け
る
皆
金
色
の
様
式
を
採
り
入
れ
る
こ
と
で
、

善
光
寺
本
尊
の
絵
画
に
よ
る
具
現
化
と
荘
厳
に
努
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⓕ
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
古
い
鎌
倉
時
代
の
模
刻
に
お
い
て
当
初
の
方
座
が
残
っ
て

お
ら
ず
、
善
光
寺
本
尊
を
推
し
量
る
に
は
、
絵
像
お
よ
び
札
類
に
み
ら
れ
る
方
座
の
図

様
が
要
と
な
る
。
本
覚
寺
本（
挿
図
6
）が
格
狭
間
を
一
ヵ
所
と
し
大
き
く
獣
面
を
配
す

る
以
外
、
諸
本
で
格
狭
間
を
三
ヵ
所
と
す
る
が
、
格
狭
間
の
意
匠
は
蓮
華
や
鳳
凰
な
ど

一
致
を
み
な
い
。
甲
面
の
褥
と
み
ら
れ
る
表
現
は
、
徳
川
本
の
他
、
長
野
市
立
博
物
館

本（
挿
図
7
）、
根
津
本
縁
起
絵
の
画
中
本
尊（
挿
図
8
）に
み
ら
れ
、
長
野
市
立
博
物
館

（
13
）

（
14
）

本
に
は
唐
草
文
様
が
表
さ
れ
る
。

Ⓖ
の
月
蓋
長
者
お
よ
び
夫
人
像
は
、
模
刻
に
は
例
が
な
く
、
絵
像
お
よ
び
札
類
に
多

く
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
図
像
の
意
図
と
成
立
の
背
景
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
章
を
改
め
詳
し
く
述
べ
る
。

　
　
　

三　

光
背
に
み
る
絵
像
の
系
統

徳
川
本
の
光
背
の
詳
細
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
三
つ
の
部
分
に
絞
っ
て

諸
本
と
の
比
較
を
試
み
た
い
。

Ⅰ　

雲
烟

徳
川
本
で
は
光
背
の
化
仏
と
唐
草
の
間
を
埋
め
る
よ
う
に
雲
烟
が
配
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
雲
烟
は
、
渦
を
巻
く
先
頭
部
か
ら
雲
脚
が
上
方
へ
向
か
う
だ
け
で
な
く
、

角
度
も
急
で
、
よ
り
上
方
へ
の
動
き
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
加
え

て
、
二
菩
薩
の
頭
上
に
配
さ
れ
た
雲
烟
が
真
上
に
伸
び
る
縦
に
長
い
形
態
で
表
さ
れ
る

挿図9　徳川本　菩薩上方の雲烟部分
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八

こ
と
に
注
目
し
た
い（
挿
図
9
）。
こ
の
徳
川
本
の
雲
烟
の
形
状
・
位
置
と
も
に
大
よ
そ

一
致
す
る
の
が
、
本
覚
寺
本
で
あ
る
。
長
野
市
立
博
物
館
本
は
上
方
が
切
り
詰
め
ら
れ

て
い
る
も
の
の
、
現
存
部
分
に
お
い
て
は
徳
川
本
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

雲
烟
が
や
や
痩
せ
気
味
に
な
り
隙
間
が
広
が
っ
て
、
地
色
の
部
分
が
多
く
な
っ
て
い
る

点
で
は
変
化
が
み
ら
れ
る
。
フ
リ
ー
ア
美
術
館
本
も
隙
間
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
徳
川

本
と
大
ま
か
に
は
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
二
菩
薩
の
頭
上
の
雲
烟
は
横
向
き
に
描
か

れ
て
い
る
。
善
光
寺
大
勧
進
本
は
、
光
背
の
外
周
に
雲
烟
を
並
べ
、
脚
部
が
上
方
に
向

か
っ
て
い
く
形
式
で
あ
り
、
こ
れ
は
先
に
も
紹
介
し
た
江
戸
時
代
の
荘
厳
寺
本
・
正
覚

寺
本
と
共
通
し
て
お
り
、
の
ち
に
詳
述
す
る
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
の
善
光
寺
式
阿
弥
陀

三
尊
像
勧
進
札（
以
下
、「
奈
良
博
本
勧
進
札
」
と
略
称
）や
、
妙
法
寺
蔵（
茨
城
県
桜
川
市
）の

善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
御
影
札（
以
下
、「
妙
法
寺
本
御
影
札
」
と
略
称
）な
ど
に
も
そ
れ

に
類
す
る
表
現
が
み
ら
れ
る（
挿
図
10
）。
根
津
本
縁
起
絵
の
画
中
本
尊
は
、
諸
本
に
比

べ
隙
間
が
よ
り
狭
く
、
雲
烟
の
形
を
化
仏
や
尊
像
に
沿
わ
せ
る
よ
う
に
細
か
く
変
化
さ

せ
て
お
り
、
先
頭
部
は
必
ず
し
も
渦
状
に
表
さ
な
い（
挿
図
11
）。
ま
た
、
二
菩
薩
の
頭

上
の
雲
烟
は
表
さ
な
い
。

Ⅱ　

唐
草

挿図10-1　善光寺勧進札　奈良国立博物館蔵
画像提供：奈良国立博物館

（撮影　森村欽司）

挿図10-2　善光寺御影札　妙法寺蔵
画像提供：栃木県立博物館

挿図11　根津本縁起絵　画中本尊
菩薩周辺の雲烟部分
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徳
川
本
の
中
尊
の
頭
身
光
の
外
周
に
設
け
ら
れ
た
圏
帯
に
は
唐
草
の
蔓
が
巻
き
付

き
、
そ
こ
か
ら
七
化
仏
が
坐
す
蓮
華
座
に
枝
分
か
れ
す
る
。
頂
上
付
近
に
注
目
す
る

と
、
圏
帯
に
絡
ま
り
上
方
ま
で
到
達
し
た
唐
草
は
、
中
尊
の
頭
光
上
に
配
さ
れ
た
蓮
華

へ
と
集
約
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
上
方
と
左
右
へ
蔓
が
伸
び
、
頂
上
お
よ
び
左
右
二

段
目
の
化
仏
に
至
る（
図
10
）。
こ
の
よ
う
に
阿
弥
陀
頭
上
の
蓮
華
に
唐
草
が
集
約
さ
れ

る
形
式
は
、
本
覚
寺
本
と
共
通
し
て
お
り
、『
覚
禅
抄
』
所
収
の
善
光
寺
本
尊
図
像
で

も
類
似
す
る
表
現
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
奈
良
博
本
勧
進
札
で
も
こ
の
集
合
部
を
表
し
て

い
る
。
長
野
市
立
博
物
館
本
は
切
り
取
ら
れ
て
お
り
不
明
、
善
光
寺
大
勧
進
本
・
フ

リ
ー
ア
美
術
館
本
お
よ
び
根
津
本
縁
起
絵
で
は
集
合
部
を
表
さ
な
い
。

Ⅲ　

二
菩
薩
の
頭
光

徳
川
本
の
二
菩
薩
に
は
一
重
の
円
光
が
配
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は

他
本
に
は
み
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
を
通
観
す
る
と
、
Ⅲ
に
は
特
異
性
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て

徳
川
本
の
光
背
に
み
ら
れ
る
特
徴
は
、
特
に
本
覚
寺
本
、
さ
ら
に
は
長
野
市
立
博
物
館

本
と
共
通
項
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
、
鎌
倉
時
代
の
模
刻
の
作
例
に
類
似
性

が
見
出
せ
る
か
ど
う
か
確
認
し
て
み
た
い
。
製
作
当
初
の
光
背
が
残
っ
て
い
る
例
は
少

な
い
が
、
文
永
八
年（
一
二
七
一
）銘
の
円
覚
寺
像（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
・
重
要
文
化
財
）、
文

永
十
一
年
銘
の
安
国
寺
像（
広
島
県
福
山
市
・
重
要
文
化
財
）、
永
仁
三
年（
一
二
九
五
）頃

造
立
の
石
造
十
三
重
塔
納
入
品
で
あ
る
個
人
蔵
の
小
像
、
嘉
元
二
年（
一
三
〇
四
）銘
の

い
わ
き
市
像（
福
島
県
い
わ
き
市
・
重
要
文
化
財
／
挿
図
12
）、
ほ
か
に
龍
華
寺
像（
神
奈
川
県

横
浜
市
）・
松
江
善
光
寺
像（
島
根
県
松
江
市
・
重
要
文
化
財
）・
園
城
寺
像（
滋
賀
県
大
津
市
）

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
模
刻
の
最
古
例
は
建
久
六
年（
一
一
九
五
）銘
の
甲
斐
善
光
寺

像（
山
梨
県
甲
府
市
・
重
要
文
化
財
）で
あ
り
、
そ
の
後
、
十
三
世
紀
半
ば
以
降
に
は
模
刻

造
像
が
数
多
く
な
り
、
南
北
朝
時
代
に
は
現
存
作
例
が
減
じ
る
た
め
、
こ
こ
に
挙
げ
た

（
15
）

作
例
は
そ
の
興
隆
期
に
製
作
さ
れ
た
像
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

順
に
み
て
い
く
と
、
Ⅰ
雲
烟
に
つ
い
て
、
徳
川
本
と
類
す
る
形
式
を
示
す
模
刻
は
、

安
国
寺
像
・
個
人
像
・
い
わ
き
市
像
・
龍
華
寺
像
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
渦
を
巻
く
先
頭

部
か
ら
雲
脚
が
上
方
へ
伸
び
る
形
で
表
さ
れ
、
隙
間
が
広
く
地
の
み
え
る
部
分
が
多

い
。
雲
烟
の
位
置
・
数
は
一
致
し
な
い
も
の
の
、
二
脇
侍
の
上
方
に
真
上
へ
向
か
う
縦

長
の
雲
烟
が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
共
通
す
る
。
円
覚
寺
像
も
雲
烟
の
形
態
は
類
似
す

る
が
、
両
菩
薩
の
頭
上
の
雲
烟
は
雲
脚
が
斜
め
上
方
に
向
か
う
形
で
あ
る
。
松
江
善
光

寺
像
・
園
城
寺
像
は
雲
烟
各
々
が
独
立
し
て
お
ら
ず
、
光
背
全
体
が
覆
わ
れ
る
よ
う
に

表
さ
れ
る
。
次
に
Ⅱ
唐
草
に
つ
い
て
は
、
円
覚
寺
像
・
安
国
寺
像
・
個
人
像
・
龍
華
寺

像
・
園
城
寺
像
の
唐
草
に
集
合
部
が
み
ら
れ
、
い
わ
き
市
像
・
松
江
善
光
寺
像
も
こ
れ

ら
に
類
す
る
表
現
を
採
る
が
、
左
右
二
段
目
の
化
仏
へ
至
る
蔓
の
伸
び
方
に
違
い
が
み

ら
れ
る
。
Ⅲ
に
つ
い
て
は
、
松
江
善
光
寺
像
が
二
菩
薩
に
頭
光
を
表
す
が
、
二
重
円
相

で
外
周
に
は
火
炎
を
表
す
な
ど
、
徳
川
本
と
は
趣
が
異
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
模
刻
も
含
め
て
み
る
と
、
Ⅲ
は
や
は
り
特
異
な
形
式
で
あ
る
よ
う
だ
が
、

（
16
）

挿図12　善光寺式阿弥陀三尊像　いわき市蔵
挿図12　画像提供：東京国立博物館
挿図12　Image: TNM Image Archives
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一
〇

Ⅰ
・
Ⅱ
に
関
し
て
は
、
徳
川
本
は
鎌
倉
時
代
十
三
世
紀
半
ば
以
降
の
模
刻
の
様
式
と
共

通
性
が
あ
る
と
言
え
る
。
こ
こ
で
再
び
各
模
刻
の
雲
烟
に
注
目
し
た
い
。
先
に
共
通
性

を
指
摘
し
た
模
刻
の
う
ち
、
小
像
で
あ
る
個
人
像
を
除
き
、
雲
烟
は
一
つ
一
つ
独
立
し

て
作
ら
れ
て
光
背
に
留
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
独
立
し
た
雲
烟
の
形
を
も
と
に
し

て
絵
画
化
さ
れ
た
の
が
、
徳
川
本
な
い
し
本
覚
寺
本
系
統
の
雲
烟
の
形
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
中
尊
頭
上
の
唐
草
の
集
合
部
に
つ
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど

の
模
刻
に
み
ら
れ
る
形
式
を
、
変
容
も
少
な
く
留
め
て
い
る
の
が
本
覚
寺
本
・
徳
川
本

系
統
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

前
章
冒
頭
で
絵
像
の
特
性
Ⓐ
〜
Ⓖ
を
通
覧
し
た
際
、
善
光
寺
大
勧
進
本
・
フ
リ
ー
ア

美
術
館
本
は
印
相
お
よ
び
二
菩
薩
の
宝
冠
が
通
常
と
異
な
る
こ
と
を
確
認
し
、
ま
た
本

章
に
お
い
て
も
本
覚
寺
本
・
徳
川
本
と
は
共
通
性
に
乏
し
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
現
段

階
に
お
い
て
、
絵
像
は
本
覚
寺
本
・
徳
川
本
・
長
野
市
博
物
館
本
系
統
と
、
善
光
寺
大

勧
進
本
・
フ
リ
ー
ア
美
術
館
本
系
統
と
に
分
け
ら
れ
、
特
に
前
者
は
隆
盛
期
の
模
刻
の

形
式
を
採
り
入
れ
た
図
像
が
も
と
に
な
っ
て
お
り
、
善
光
寺
本
尊
の
模
造
と
し
て
正
統

的
に
描
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
看
取
で
き
る
。
な
か
で
も
徳
川
本
は
、
第
一
章
で
述
べ
た

通
り
入
念
に
彩
色
が
施
さ
れ
て
装
飾
性
が
高
く
、
像
容
も
品
格
が
あ
る
。
本
章
で
論
じ

た
図
像
の
特
性
を
考
え
併
せ
て
も
、
徳
川
本
の
製
作
年
代
は
南
北
朝
時
代
十
四
世
紀
と

す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

四　

月
蓋
長
者
夫
妻
像

①
月
蓋
長
者
夫
妻
像
の
意
味

次
に
模
刻
に
は
例
が
な
く
、
絵
像
・
札
類
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
月
蓋
長
者
夫
妻
像

に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
後
に
詳
述
す
る
通
り
、
現
状
か
ら
み
て
徳
川
本
に
は
月
蓋
長
者

夫
妻
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
図
像
の
意
味
を
探
る
こ
と
が
徳
川
本
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
繋
が
る
と
思
わ
れ
る
。

月
蓋
長
者
は
善
光
寺
信
仰
の
根
幹
に
か
か
わ
る
人
物
で
あ
る
。
縁
起
に
よ
れ
ば
、
天

竺
で
国
中
に
病
が
流
行
し
、
月
蓋
の
娘
も
病
床
に
臥
し
た
。
月
蓋
は
釈
尊
に
救
い
を
求

め
、
阿
弥
陀
如
来
を
念
じ
た
と
こ
ろ
、
阿
弥
陀
三
尊
が
現
前
し
、
娘
は
も
と
よ
り
国
中

か
ら
病
が
去
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
月
蓋
は
こ
の
生
身
の
阿
弥
陀
三
尊（
本
仏
）を
閻
浮

檀
金
に
よ
っ
て
写
し
鋳
て
、
新
仏
が
成
っ
た
。
こ
の
新
仏
が
日
本
へ
渡
来
し
て
善
光
寺

本
尊
と
な
っ
た
と
い
う
。

根
津
本
縁
起
絵
の
画
中
本
尊
を
論
じ
た
内
田
氏
は
、
月
蓋
長
者
夫
妻
像
が
配
さ
れ
る

理
由
は
三
国
伝
来
の
強
調
で
あ
る
と
し
、
か
つ
夫
人
は
女
人
救
済
の
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
で
あ
り
、
女
性
の
参
詣
促
進
の
上
で
必
要
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
根
津
本

縁
起
絵
が
絵
像
お
よ
び
札
類
の
形
式
の
初
出
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
夫
人
の
図
様

は
、
根
津
本
縁
起
絵
の
、
善
光
寺
如
来
が
鋳
造
さ
れ
る
場
面
に
描
か
れ
た
合
掌
す
る
夫

人
の
姿
が
採
り
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
を
示
唆
さ
れ
た
。
月
蓋
長
者
夫
妻
が
三
国
伝
来
お

よ
び
女
人
救
済
を
象
徴
す
る
と
い
う
点
に
は
異
論
な
く
賛
意
を
表
す
る
が
、
こ
の
図
像

が
根
津
本
縁
起
絵
で
成
立
し
た
と
す
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。
主
と
な
る
尊
像
と
と
も
に

供
養
者
を
描
き
込
む
図
様
は
、
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
の
絵
像
に
特
有
で
は
な
く
、
古

来
比
較
的
よ
く
み
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
。
で
は
月
蓋
長
者
夫
妻
像
の
成
立
に
は
ど
の
よ

う
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
根
津
本
縁
起
絵
を
起
点
に
し
て
再
考

し
て
み
た
い
。

②
根
津
本
縁
起
絵
の
検
討

根
津
本
縁
起
絵
は
三
幅
対
で
、
天
竺
の
月
蓋
長
者
の
発
願
に
よ
り
阿
弥
陀
三
尊
を
写

し
た
像
が
出
現
し
、
そ
の
後
、
新
仏
が
百
済
へ
渡
る
ま
で
が
第
一
幅
、
日
本
へ
渡
っ
た

（
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試
論

一
一

新
仏
の
受
難
が
第
二
幅
、
善
光
に
よ
る
信
濃
へ
の
勧
請
と
そ
れ
以
降
の
霊
験
譚
が
第
三

幅
に
描
か
れ
る
。
画
中
本
尊
は
第
三
幅
に
、
下
三
分
の
一
を
占
め
る
善
光
寺
の
伽
藍
と

と
も
に
表
さ
れ
る（
挿
図
13
）。

改
め
て
先
行
研
究
を
確
認
し
て
お
く
と
、
根
津
本
縁
起
絵
の
画
中
本
尊
に
つ
い
て
、

山
本
氏
は
、
本
尊
が
な
く
と
も
礼
拝
で
き
る
よ
う
描
か
れ
た
と
し
、
ま
た
鎌
倉
時
代
後

期
に
は
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
の
模
造
が
絵
画
で
行
わ
れ
る
例
が
少
な
く
な
く
、
そ
れ

が
縁
起
絵
中
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
と
論
じ
ら
れ
た
。
こ
の
指
摘
は
示
唆
に
富
む
が
、
現

存
作
例
を
み
る
限
り
、
絵
像
は
南
北
朝
時
代
以
降
に
み
ら
れ
、
数
も
少
な
く
、
再
考

の
余
地
が
あ
ろ
う
。
続
く
内
田
氏
は
、
根
津
本
縁
起
絵
が
鎌
倉
時
代
十
四
世
紀
初
頭

の
成
立
で
あ
る
と
述
べ
た
上
で
、
後
世
に
な
っ
て
描
か
れ
た
絵
像
お
よ
び
札
類
の
形
式

の
初
出
で
あ
り
、
根
津
本
縁
起
絵
の
画
中
本
尊
が
後
の
絵
画
形
式
の
規
範
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
示
さ
れ
た
。
製
作
年
代
に
は
同
意
で
き
る
も
の
の
、
前
章
で
述
べ
た
通
り
、

二
系
統
と
み
ら
れ
る
絵
像
の
各
様
式
は
、
い
ず
れ
も
根
津
本
縁
起
絵
と
は
近
似
性
が
希

薄
で
あ
り
、
根
津
本
縁
起
絵
が
絵
像
の
規
範
に
な
っ
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。
ま
た
、

（
18
）

（
19
）

初
出
と
す
る
点
に
つ
い
て
も
、
現
存
作
品
だ
け
を
対
象
と
す
れ
ば
そ
う
な
る
が
、
後
述

す
る
通
り
、
札
類
は
こ
れ
に
先
行
す
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、
縁
起
絵
な
ら
で
は
の
構
成
に
目
を
向
け
た
い
。
善
光
寺
の
縁
起
を
題
材
と

し
た
善
光
寺
縁
起
絵
ま
た
善
光
寺
如
来
絵
伝
は
、
根
津
本
縁
起
絵
の
ほ
か
、
中
世
に
遡

る
古
例
と
し
て
、
本
證
寺
本
善
光
寺
如
来
絵
伝（
愛
知
県
安
城
市
・
鎌
倉
時
代
・
重
要
文
化

財
）・
妙
源
寺
本
善
光
寺
如
来
絵
伝（
愛
知
県
岡
崎
市
・
南
北
朝
時
代
・
重
要
文
化
財
）・
満

性
寺
本
善
光
寺
如
来
絵
伝（
愛
知
県
岡
崎
市
・
南
北
朝
時
代
）・
淵
之
房
本
善
光
寺
如
来
絵

伝（
長
野
県
長
野
市
・
室
町
時
代
）・
太
子
堂
本
善
光
寺
如
来
絵
伝（
滋
賀
県
高
島
市
・
室
町
時

代
）な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
大
画
面
の
掛
幅
形
式
で
あ
り
、
二
〜
四
幅
対

で
、
絵
解
き
に
用
立
て
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
根
津
本
縁
起
絵
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
画
中
本
尊
は
、
他
の
作
例
で
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
天
竺
か
ら
話
が

始
ま
り
、
最
終
幅
に
善
光
寺
の
伽
藍
を
配
す
る
構
成
は
共
通
す
る
。

言
う
ま
で
な
く
、
絵
解
き
は
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
る
多
数
の
人
々
に
絵
を
用
い
て
縁

起
・
教
義
を
説
き
、
教
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
善
光
寺
縁
起
絵
・
善
光
寺

如
来
絵
伝
も
順
に
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
善
光
寺
信
仰
の
正
当
性
が
強
調
さ
れ
て
い

く
内
容
で
あ
る
。
そ
の
最
後
に
配
さ
れ
た
善
光
寺
伽
藍
は
、
縁
起
の
結
び
に
あ
た
る
善

光
寺
建
立
の
場
面
で
あ
り
、
絵
解
き
は
こ
こ
で
大
団
円
を
迎
え
る
が
、
さ
ら
に
実
際
の

絵
解
き
の
場
で
は
、
話
は
絵
伝
の
内
容
に
留
ま
ら
ず
、
教
化
へ
向
け
て
多
様
な
論
を
展

開
し
て
い
く
。
根
津
本
縁
起
絵
に
表
さ
れ
た
画
中
本
尊
は
、
絵
解
き
の
語
り
が
阿
弥
陀

如
来
の
霊
験
、
ひ
い
て
は
仏
教
の
功
徳
に
ま
つ
わ
る
多
様
な
展
開
を
み
せ
る
間
、
民
衆

の
視
線
と
意
識
を
一
処
に
集
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
縁
起
絵
と
い
う
前
提
に
立
ち
返
る
と
、
仮
に
根
津
本
縁
起
絵
の
画
中
本
尊

に
お
い
て
月
蓋
長
者
夫
妻
像
が
成
立
し
た
と
し
た
場
合
、
根
津
本
縁
起
絵
に
は
第
一
幅

に
お
い
て
月
蓋
長
者
の
功
徳
を
解
く
場
面
が
存
在
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た
上

（
20
）

（
21
）

挿図13　根津本縁起絵　第三幅



善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
に
関
す
る
試
論

一
二

で
、
第
三
幅
の
画
中
本
尊
を
拝
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
と
さ
ら
に
月
蓋
長
者
夫
妻
を
描

き
添
え
る
必
要
は
な
い
こ
と
に
気
付
く
。
根
津
本
縁
起
絵
に
お
い
て
こ
の
図
様
が
成
立

し
た
と
考
え
る
に
は
、
必
然
性
に
欠
け
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
む
し
ろ
山
本
氏
説

の
よ
う
に
、
製
作
の
時
点
で
、
す
で
に
月
蓋
長
者
夫
妻
を
含
む
定
形
化
し
た
図
様
が
成

立
し
て
お
り
、
そ
れ
が
採
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

③
札
類
に
お
け
る
月
蓋
長
者
夫
妻
像
成
立
の
試
論

そ
れ
で
は
、
こ
の
図
様
の
成
立
は
ど
こ
に
想
定
さ
れ
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
注

目
し
た
い
の
が
、
印
仏
・
摺
仏
の
札
類
で
あ
る
。
尊
像
を
摺
り
表
し
た
札
類
は
、
使
用

目
的
に
応
じ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
善
光
寺
に
関
わ
り
が
深
い
の
は
、
堂
舎
の
造
営
や

造
像
の
た
め
の
勧
進
を
目
的
に
配
布
さ
れ
た
勧
進
札
、
そ
し
て
結
縁
の
証
と
し
て
現
在

も
各
地
の
善
光
寺
で
発
行
さ
れ
て
い
る
御
影
札
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
札
類
は
広
く
庶
民

に
配
布
さ
れ
る
性
格
か
ら
、
製
作
年
代
の
早
い
実
例
は
少
な
い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
唯

一
、
鎌
倉
時
代
に
遡
る
と
み
ら
れ
て
い
る
の
が
、
奈
良
博
本
勧
進
札
で
あ
る
。
印
文
に

は
「
善
光
寺
」「
六
万
躰
内
」「
本
願
主
賢
暁
」「
□

（
勧
）進

成
阿
弥
」
と
あ
り
、
い
つ
の
、

何
を
目
的
と
し
た
勧
進
か
明
確
で
な
い
も
の
の
、「
賢
暁
」
な
る
人
物
を
本
願
主（
発
願
）

と
し
、
六
万
体
の
配
布
、
す
な
わ
ち
六
万
人
の
結
縁
を
目
指
し
て
「
成
阿
弥
」
が
勧
進

を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

善
光
寺
の
勧
進
聖
が
広
く
活
動
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
一
般
に
善
光
寺

聖
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
中
世
の
善
光
寺
隆
盛
の
起
点
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、
治
承
三
年

（
一
一
七
九
）の
火
災
で
焼
失
し
た
伽
藍
の
、
源
頼
朝
に
よ
る
復
興
に
お
い
て
も
活
動
が

確
認
で
き
る
。『
吾
妻
鏡
』
文
治
三
年（
一
一
八
七
）七
月
二
十
七
日
条
に
は
、
信
濃
国
の

御
家
人
に
、
善
光
寺
造
営
の
土
木
人
夫
を
出
し
て
助
成
す
る
旨
を
命
じ
た
下
文
が
記
録

さ
れ
て
お
り
、
一
味
同
心
し
て
勧
進
上
人
に
与
力
す
る
よ
う
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に

こ
の
時
、
勧
進
聖
に
よ
っ
て
勧
進
札
が
使
用
さ
れ
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
度
々
火
災

な
ど
に
見
舞
わ
れ
た
善
光
寺
の
復
興
に
、
こ
う
し
た
勧
進
札
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
は

高
い
。

勧
進
札
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
他
寺
院
の
勧
進
札
を
参

照
す
る
と
、
印
文
の
年
紀
か
ら
製
作
年
代
が
判
明
す
る
作
例
は
、
十
三
世
紀
半
ば
頃
か

ら
確
認
さ
れ
る
。
十
三
世
紀
半
ば
と
い
う
と
、
善
光
寺
本
尊
の
模
刻
の
隆
盛
期
の
始
ま

り
に
符
合
し
て
お
り
、
善
光
寺
聖
の
活
発
な
勧
進
活
動
に
よ
っ
て
善
光
寺
信
仰
が
全
国

に
広
め
ら
れ
、
各
地
で
模
刻
が
造
顕
さ
れ
た
頃
で
あ
っ
て
、
勧
進
札
も
こ
の
頃
に
は
使

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
勧
進
札
を
用
い
た
善
光

寺
聖
の
活
動
は
、
遅
く
と
も
十
三
世
紀
後
半
に
は
拡
大
・
定
着
し
て
い
た
と
推
定
で
き

よ
う
。
御
影
札
も
こ
れ
に
準
ず
る
と
察
せ
ら
れ
る
。

月
蓋
長
者
夫
妻
の
図
像
は
右
の
よ
う
な
勧
進
札
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
た
い
。

と
い
う
の
も
、
善
光
寺
聖
に
よ
る
勧
進
は
三
国
伝
来
・
生
身
仏
・
本
師
如
来
そ
し
て
女

人
救
済
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
な
る
縁
起
を
説
く
こ
と
で
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
際
に

配
る
札
に
、
こ
れ
ら
善
光
寺
如
来
の
由
緒
を
象
徴
す
る
月
蓋
長
者
夫
妻
が
描
か
れ
て
い

れ
ば
、
よ
り
効
果
的
に
伝
わ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
二
者
の
図
様
の
成
立
に
つ
い
て
、
本
尊
と
と
も
に
描
か
れ
る
必
然
性
を
考
え
た
と

き
、
多
く
の
説
話
的
要
素
を
描
き
込
む
こ
と
が
可
能
な
大
画
面
の
縁
起
絵
で
は
な
く
、

限
ら
れ
た
大
き
さ
の
画
面
に
限
定
さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
を
描
き
込
む
必
要
の
あ
る
勧
進
札

が
よ
り
相
応
し
い
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
勧
進
聖
の
活
動
が
活
発
化
す
る
な

か
で
、
善
光
寺
信
仰
を
よ
り
効
果
的
に
広
め
る
た
め
に
、
縁
起
の
根
本
で
あ
る
月
蓋
長

者
夫
妻
を
三
尊
に
添
え
た
図
様
が
成
立
し
、
そ
れ
が
ま
た
勧
進
聖
に
よ
っ
て
広
め
ら

れ
、
各
種
の
札
類
・
絵
像
・
縁
起
絵
に
も
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
と
想
定
で
き
る
の
で

あ
る
。
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善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
に
関
す
る
試
論

一
三

改
め
て
奈
良
博
本
勧
進
札（
挿
図
10
─

1
）に
視
線
を
戻
す
と
、
こ
の

図
に
は
月
蓋
長
者
夫
妻
は
配
さ
れ
ず
、
二
者
が
図
様
に
現
れ
る
以
前

の
古
態
を
留
め
た
図
様
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
月
蓋
長
者

夫
妻
が
描
か
れ
た
札
類
は
、
南
北
朝
時
代
の
妙
法
寺
本
御
影
札（
挿

図
10
─

2
）ま
で
降
る
が
、
先
述
の
通
り
実
際
に
は
、
十
三
世
紀
後
半

に
は
善
光
寺
聖
の
発
行
す
る
勧
進
札
が
定
着
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
月
蓋
長
者
夫
妻
像
の
成
立
が
想
定

さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

④
徳
川
本

徳
川
本
に
つ
い
て
は
、
山
本
氏
の
紹
介
さ
れ
た
通
り
、
画
面
下
端

に
絹
切
れ
が
あ
り
、
現
状
で
は
月
蓋
長
者
ら
が
描
か
れ
て
い
た
か
ど

う
か
は
確
認
で
き
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
部
分
を
も
う
少
し
掘
り

下
げ
て
考
え
た
い
。
本
図
の
下
端
は
、
方
座
の
側
面
が
途
中
で
切
れ

て
い
る
状
況
で
あ
る（
挿
図
14
）。
た
だ
し
、
格
狭
間
の
上
部
を
火
灯

形
、
下
部
を
椀
形
で
表
す
形
態
に
注
目
す
る
と
、
下
辺
へ
向
か
う
左

右
の
曲
線
ま
で
は
確
認
で
き
る
。
上
框
と
対
称
に
下
框
が
配
さ
れ
て

い
た
と
し
て
も
、
方
座
下
端
ま
で
に
現
状
と
か
け
離
れ
た
距
離
が

あ
っ
た
と
は
想
定
し
難
い
。

こ
こ
で
再
び
根
津
本
縁
起
絵
の
図
様
に
注
目
し
て
み
る
と
、
唐
風

の
装
束
で
描
か
れ
た
月
蓋
長
者
と
夫
人
は
と
も
に
坐
し
、
鑑
賞
者
に

は
背
を
見
せ
る
格
好
で
阿
弥
陀
三
尊
を
拝
す
る（
挿
図
15
）。
月
蓋
長

者
は
笏
を
と
り
合
掌
す
る
姿
で
観
音
の
下
方
に
、
夫
人
は
華
籠
を
掲

げ
る
姿
で
勢
至
の
下
方
に
描
か
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
脇
侍
の
蓮
華
座
に

（
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挿図15-2　根津本縁起絵　画中本尊夫人部分 挿図15-1　根津本縁起絵　画中本尊月蓋長者部分
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善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
に
関
す
る
試
論

一
四

頭
部
が
掛
か
る
位
置
に
配
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
方
座
に
も
二
者
の
図
様
が
重
な
っ
て

い
る
。
長
野
市
立
博
物
館
本
・
善
光
寺
大
勧
進
本
・
フ
リ
ー
ア
美
術
館
本
・
妙
法
寺
本

御
影
札
を
は
じ
め
と
す
る
諸
本
で
も
、
二
者
の
位
置
が
や
や
下
方
へ
ず
ら
さ
れ
る
こ

と
は
あ
る
が
、
大
よ
そ
同
様
の
位
置
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
定
型
と
す
る
と
、
徳

川
本
の
該
当
位
置
に
は
月
蓋
長
者
と
夫
人
の
描
か
れ
た
痕
跡
は
確
認
で
き
な
い
。
同
じ

く
、
本
覚
寺
本
で
も
現
状
で
は
二
者
が
描
か
れ
て
い
た
痕
跡
が
窺
え
な
い
。
こ
こ
で
、

徳
川
本
と
本
覚
寺
本
の
図
様
の
特
徴
に
つ
い
て
振
り
返
る
と
、
こ
れ
ら
は
基
本
的
な
像

様
は
も
ち
ろ
ん
、
光
背
に
至
っ
て
も
鎌
倉
時
代
の
隆
盛
期
の
模
刻
の
形
式
と
共
通
項
が

多
か
っ
た
。
善
光
寺
本
尊
の
模
造
と
し
て
古
様
を
と
ど
め
て
い
る
と
言
え
る
。
先
述
の

通
り
、
月
蓋
長
者
夫
妻
は
、
善
光
寺
本
尊
の
縁
起
を
象
徴
す
る
効
果
的
な
説
話
的
モ

チ
ー
フ
と
し
て
、
札
類
・
絵
像
の
図
像
に
加
え
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
徳
川
本
・
本
覚

寺
本
に
当
初
か
ら
こ
の
二
者
が
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
と
、
奈
良
博
本
勧
進
札

に
つ
い
て
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
徳
川
本
・
本
覚
寺
本
も
、
そ
う
し
た
説
話
的
モ
チ
ー
フ

が
描
か
れ
な
い
原
初
的
な
表
現
を
と
ど
め
た
図
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　

五　

善
光
寺
信
仰
に
お
け
る
絵
像
の
位
置
付
け

最
後
に
、
善
光
寺
信
仰
に
お
け
る
絵
像
の
位
置
付
け
、
役
割
に
つ
い
て
概
観
し
稿
を

終
え
た
い
。
山
本
氏
は
徳
川
本
に
つ
い
て
は
全
般
に
優
美
な
趣
が
認
め
ら
れ
、
地
方
作

的
な
か
げ
り
が
全
く
み
ら
れ
な
い
こ
と
、
か
つ
徳
川
本
の
髪
繡
か
ら
、
絵
像
は
都
の
高

貴
な
夫
人
の
発
願
に
な
る
と
推
定
さ
れ
た
。
ま
た
降
幡
浩
樹
氏
は
善
光
寺
大
勧
進
本
を

解
説
す
る
中
で
、「
善
光
寺
の
阿
弥
陀
如
来
は
彫
像
の
模
刻
物
だ
け
で
な
く
絵
画
と
し

て
も
描
か
れ
、
私
宅
な
ど
に
掛
け
ら
れ
て
そ
の
普
及
に
利
用
さ
れ
た
」
と
述
べ
ら
れ

た
。
両
者
の
説
で
示
さ
れ
た
、
絵
像
を
個
人
的
な
発
願
に
結
び
付
け
る
向
き
を
、
今
少

し
明
確
に
示
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
通
り
、
絵
像
は
札
類
・
縁
起
絵
と
図
様
の
点
で
近
し
い
間

柄
に
あ
る
が
、
札
類
は
広
範
に
頒
布
が
企
図
さ
れ
て
量
産
さ
れ
、
縁
起
絵
は
民
衆
へ
向

け
た
絵
解
き
の
た
め
に
大
幅
と
し
て
製
作
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
絹
本
に
皆
金
色
で
入
念

に
荘
厳
を
施
さ
れ
た
像
高
三
五
糎
前
後
の
絵
像
と
は
い
ず
れ
も
製
作
背
景
に
隔
た
り
が

あ
る
。
で
は
模
刻
は
と
い
う
と
、
こ
ち
ら
も
絵
像
と
は
相
容
れ
な
い
製
作
背
景
が
あ

る
。
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
の
現
存
作
例
は
、
こ
れ
ま
で
お
よ

そ
六
百
件
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
模
刻
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
模
刻

は
建
久
六
年
銘
の
甲
府
善
光
寺
像
を
最
古
例
と
し
、
そ
の
後
十
三
世
紀
半
ば
以
降
に
造

顕
が
増
え
、
現
存
作
例
か
ら
し
て
造
像
の
最
盛
期
は
鎌
倉
時
代
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
比
べ
絵
像
の
現
存
作
例
は
圧
倒
的
に
少
な
く
、
製
作
年
代
が
遅
れ

る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
模
刻
と
絵
像
と
に
は
別
の
造
像
背
景
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
最
も
重
要
な
観
点
と
し
て
、
善
光
寺
信
仰
に
お
い
て
、
善
光
寺
本
尊
の
模
造
は
彫

刻
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
強
い
規
範
が
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

平
安
時
代
末
期
に
成
立
し
た
『
扶
桑
略
記
』
所
収
の
「
善
光
寺
縁
起
」
で
は
、
善
光

寺
本
尊
は
、
天
竺
の
月
蓋
長
者
の
発
願
に
よ
り
現
前
し
た
阿
弥
陀
三
尊
を
金
銅
で
鋳
写

し
た
像
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
一
方
、
時
代
と
と
も
に
内
容
に
豊
か
な
肉
付
け
が
さ

れ
大
部
と
な
っ
た
縁
起
の
一
つ
、『
続
群
書
類
従
』
所
収
「
善
光
寺
縁
起
」（
応
安
三
年

〈
一
三
七
〇
〉〜
応
永
三
十
四
年〈
一
四
二
七
〉頃
成
立
）に
は
、
釈
迦
如
来
と
、「
本
仏
」
と
称

さ
れ
る
来
現
し
た
阿
弥
陀
如
来
の
霊
験
に
よ
っ
て
、
目
連
尊
者
が
龍
宮
か
ら
持
ち
帰
っ

た
閻
浮
檀
金
が
溶
け
、
印
が
与
え
ら
れ
て
、
本
仏
と
少
し
も
違
わ
ぬ
「
新
仏
」
が
顕
れ

た
と
あ
る
。
ま
た
文
安
三
年（
一
四
四
六
）成
立
の
『
壒
嚢
抄
』
に
抄
録
さ
れ
た
「
善
光

寺
縁
起
」
で
は
、「
其
時
仏　

此
（
閻
浮
提
金
）

金
ヲ
以　

鋳
師
ノ
鑪
ヲ
造
リ　

壬
午
ノ
日　

湯
ニ
成

テ　

鋳
潟
ニ
サ
ツ
ト
入
給
テ　

一
光
三
尊
ノ
弥
陀
ヲ
現
シ
給
ヘ
リ
」
と
あ
り
、
鋳
造
の

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）

（
32
）
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光
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様
子
が
一
層
具
体
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
時
代
を
経
て
も
鋳
造
の
過
程
を
示
し
、
一
貫

し
て
金
銅
仏
で
の
造
像
を
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
金
銅
仏
で
あ
る
こ
と
は
善
光
寺
本

尊
の
模
造
に
お
け
る
根
幹
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
こ
に
絵
像
が
本
尊
と
し
て
本
流
た

り
え
な
い
要
因
が
あ
る
。

善
光
寺
本
尊
の
模
造
が
金
銅
仏
で
行
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
絵
像
の

造
顕
に
は
特
殊
な
環
境
が
想
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
確
か
に
私
的
な
空
間
に
用
い
る

た
め
の
個
人
的
な
発
願
と
す
る
説
も
首
肯
さ
れ
る
。
こ
こ
で
徳
川
本
に
用
い
ら
れ
た
髪

繡
に
注
目
し
た
い
。
髪
繡
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
興
隆
し
た
繡
仏
の
う
ち
多
く
の
現
存

作
例
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
製
作
目
的
は
追
善
に
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。
徳
川
本
の
髪
繡
が
故
人
の
追
善
を
意
図
し
て
施
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
絵

像
が
私
的
な
空
間
で
用
い
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
造
像
さ
れ
た
と
す
る
説
の
傍
証
に
も

な
ろ
う
。

　
　
　

結　
　
　

語

以
上
、
尾
張
徳
川
家
に
伝
来
し
た
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
に
つ
い
て
、
そ
の
図

様
の
詳
細
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
絵
像
全
般
に
つ
い
て
図
様

を
確
認
・
分
類
し
、
月
蓋
長
者
夫
妻
の
図
様
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

徳
川
本
の
表
現
方
法
は
、
十
三
世
紀
末
に
は
定
着
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
皆
金
色
像

の
ほ
ぼ
通
例
通
り
で
あ
り
、
宋
風
の
顔
立
ち
や
、
衣
に
使
用
さ
れ
る
文
様
の
種
類
、
ま

た
髪
繡
の
用
法
・
技
法
に
つ
い
て
も
鎌
倉
時
代
に
遡
る
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
全
体
的

に
形
式
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
南
北
朝
時
代
十
四
世
紀
頃
ま
で
製
作
年
代
が
遡
る
可

能
性
を
述
べ
た
。

次
に
、
現
存
す
る
中
世
の
作
例
を
基
軸
に
絵
像
の
図
様
の
特
徴
に
つ
い
て
確
認
し
、

（
33
）

特
に
印
相
と
二
菩
薩
の
宝
冠
お
よ
び
光
背
の
形
式
か
ら
、
絵
像
は
現
段
階
で
は
本
覚
寺

本
・
徳
川
本
・
長
野
市
博
物
館
本
系
統
と
、
善
光
寺
大
勧
進
本
・
フ
リ
ー
ア
美
術
館
本

系
統
と
に
分
け
ら
れ
、
特
に
前
者
は
十
三
世
紀
半
ば
以
降
の
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
隆
盛

期
の
模
刻
の
形
式
を
取
り
入
れ
た
図
像
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。
ま
た

徳
川
本
の
製
作
年
代
は
、
こ
の
隆
盛
期
の
模
刻
の
図
像
を
変
容
も
少
な
く
留
め
て
い
る

点
を
考
え
併
せ
て
も
、
南
北
朝
時
代
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
た
。

絵
像
に
共
通
す
る
月
蓋
長
者
夫
妻
像
に
つ
い
て
は
、
根
津
本
縁
起
絵
に
お
い
て
成
立

し
た
と
す
る
説
が
提
示
さ
れ
て
い
た
が
、
絵
解
き
の
た
め
の
大
画
面
形
式
の
絵
伝
に
お

い
て
二
者
を
描
き
こ
む
必
然
性
は
低
く
、
勧
進
聖
の
用
い
た
小
画
面
の
勧
進
札
に
お
い

て
、
三
国
伝
来
と
女
人
救
済
と
い
う
縁
起
の
根
本
を
象
徴
す
る
必
要
最
小
限
の
モ
チ
ー

フ
と
し
て
採
り
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
が
絵
伝
や
絵
像
に
も
流
用
さ
れ
た
可
能
性
を
論
じ

た
。
善
光
寺
聖
の
勧
進
札
を
用
い
た
活
動
は
遅
く
と
も
十
三
世
紀
後
半
に
は
拡
大
・
定

着
し
て
い
た
と
推
定
で
き
、
月
蓋
長
者
夫
妻
像
も
そ
れ
か
ら
遠
く
な
い
時
期
に
成
立
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
徳
川
本
及
び
本
覚
寺
本
に
月
蓋
長
者

夫
妻
像
が
描
か
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
両
者
は
説
話
的
要
素
を
描
か

な
い
、
模
造
と
し
て
原
初
的
な
表
現
を
と
ど
め
た
図
で
あ
る
と
論
じ
た
。

最
後
に
、
絵
像
の
役
割
を
考
察
す
る
た
め
、
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の
縁
起

を
概
観
し
、
善
光
寺
本
尊
を
模
造
す
る
際
に
は
金
銅
仏
で
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
。
そ
し
て
髪
繡
が
追
善
を
目
的
と
す
る
個
人
的
な
造
像
に

用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
髪
繡
を
用
い
る
徳
川
本
は
、
絵
像
を
私
的
な
空
間

で
用
い
た
と
考
え
る
説
の
傍
証
と
も
捉
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

絵
像
の
作
例
は
少
な
く
、
全
般
を
論
じ
る
に
は
情
報
が
不
足
し
て
お
り
、
推
論
に
推

論
を
重
ね
た
感
が
否
め
な
い
。
諸
本
に
関
す
る
よ
り
充
実
し
た
報
告
と
、
新
た
な
る
作

例
の
発
見
に
よ
り
、
本
稿
が
是
正
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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光
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一
六

聞
社　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日
）。

・
前
掲
註（
3
）古
幡
氏
論
文
。

　〈
目
録
・
展
覧
会
図
録
〉

・『
全
国
善
光
寺
如
来
展
』　

長
野
県
信
濃
美
術
館　

昭
和
四
十
二
年
四
月
十
日
。

・『
善
光
寺
絵
伝
展
』　

長
野
県
信
濃
美
術
館　

昭
和
四
十
八
年
四
月
八
日
。

・『
滋
賀
県
指
定
文
化
財
─
美
術
工
芸
品
─
図
録
』　

滋
賀
県
琵
琶
湖
文
化
館　

昭
和
六
十
二

年
十
月
。

・『
女
た
ち
と
善
光
寺
』　

長
野
市
立
博
物
館　

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
。

・『
善
光
寺
御
開
帳
記
念
〝
い
の
り
〟
の
か
た
ち
─
善
光
寺
信
仰
展
』　

長
野
県
信
濃
美
術
館

平
成
二
十
一
年
四
月
四
日
。

・『
長
野
市
立
博
物
館
収
蔵
資
料
目
録　

歴
史
14　

善
光
寺
信
仰
関
係
資
料
』　

長
野
市
立
博

物
館　

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日
。

（
7
）　

前
掲
註（
6
）内
田
氏
論
文
。

（
8
）・
泉
武
夫
「
仏
画
の
身
体
表
現
─
皆
金
色
表
現
を
め
ぐ
る
試
論
─
」（『
研
究
発
表
と
座
談
会

仏
教
美
術
に
お
け
る
身
体
観
と
身
体
表
現
』　

仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
助
成
研
究

会　

平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
）。

・
泉
武
夫
「【
研
究
ノ
ー
ト
】金
の
誘
惑
─
日
本
仏
画
の
個
性
に
つ
い
て
─
」（『
美
術
史
学
』

第
三
十
七
号　

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
美
術
史
学
講
座　

平
成
二
十
八
年
三
月

三
十
一
日
）。

（
9
）　

伊
藤
信
二
「
髪
繡
に
つ
い
て
」（『
日
本
の
美
術
』
第
四
七
〇
号　

至
文
堂　

平
成
十
五
年

七
月
十
五
日
）。

（
10
）　

前
掲
註（
9
）伊
藤
氏
論
文
。

（
11
）　

安
藤
香
織
「
春
日
曼
荼
羅
の
一
遺
例
」（『
金
鯱
叢
書
』
第
四
十
二
輯　

徳
川
黎
明
会　

平

成
二
十
七
年
三
月
三
十
日
）。

（
12
）　

こ
れ
ま
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
室
町
時
代
以
降
の
作
品
は
次
の
通
り
。

・
来
迎
寺
本（
青
森
県
八
戸
市
）　　
　

松
岡
北
翠
筆　

紙
本
著
色　

江
戸
時
代

・
信
州
善
光
寺
本（
長
野
県
長
野
市
）　

海
北
友
水
筆　

紙
本
著
色　

江
戸
時
代

・
個
人
蔵
本（
大
阪
府
大
阪
市
）　　
　

絹
本
著
色　
　
　
　
　
　
　

江
戸
時
代

・
荘
厳
寺
本（
熊
本
県
八
代
市
）　　
　

紙
本
版
本
著
色　
　
　
　
　

宝
永
元
年（
一
七
〇
四
）

註（
1
）　

現
存
す
る
善
光
寺
縁
起
諸
本
に
つ
い
て
は
倉
田
治
夫
・
倉
田
邦
雄
「
善
光
寺
縁
起
研
究

（
一
）「
善
光
寺
縁
起
」
の
諸
本
と
月
蓋
説
話
」（『
説
話
』
第
九
号　

説
話
研
究
会　

平
成
三

年
三
月
三
十
一
日
）が
詳
し
い
。

（
2
）　

善
光
寺
聖
に
関
す
る
主
要
参
考
文
献
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
五
来
重
『
増
補
＝
高
野
聖
』　

角
川
書
店　

昭
和
五
十
年
六
月
二
十
五
日
。

・
五
来
重
『
善
光
寺
ま
い
り
』　

平
凡
社　

昭
和
六
十
三
年
五
月
二
十
日
。

・
金
井
清
光
「
善
光
寺
聖
と
そ
の
語
り
物
」（『
時
衆
文
芸
研
究
』　

風
間
書
房　

昭
和
四
十
二

年
十
一
月
三
十
日
）。

・
金
井
清
光
「
善
光
寺
参
詣
の
旅
」（『
時
衆
文
芸
と
一
遍
法
語
─
中
世
民
衆
の
信
仰
と
文
化

─
』　

東
京
美
術　

昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
五
日
）。

（
3
）　

古
幡
昇
子
「
善
光
寺
式
阿
弥
陀
お
よ
び
脇
侍
像
現
存
作
例
一
覧
概
要
」（『
仏
教
芸
術
』

三
〇
七
号　

毎
日
新
聞
社　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日
）。
こ
の
一
覧
は
、
そ
れ
ま
で

発
表
さ
れ
た
諸
氏
の
調
査
結
果
の
集
大
成
で
あ
る
が
、
徳
川
本
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か

の
作
例
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
4
）　

以
下
、
絵
像
お
よ
び
絵
伝
の
作
品
名
は
特
に
註
記
す
る
こ
と
な
く
所
蔵
者
名
を
冠
し
て

「
〜
本
」
と
略
記
す
る
。
個
人
・
寺
院
の
場
合
、
適
宜（　

）中
に
所
在
を
註
記
す
る
。

（
5
）　

山
本
泰
一
「
善
光
寺
縁
起
絵
と
善
光
寺
如
来
画
像
─
根
津
美
術
館
蔵
善
光
寺
縁
起
絵
に
描

か
れ
た
如
来
像
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
金
鯱
叢
書
』
第
三
輯　

徳
川
黎
明
会　

昭
和
五
十
一
年

三
月
三
十
日
）。

（
6
）　

絵
像
に
関
わ
る
主
な
調
査
・
研
究
報
告
・
目
録
・
展
覧
会
図
録
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　〈
調
査
・
研
究
報
告
〉

・
た
な
か
し
げ
ひ
さ
「
信
濃
善
光
寺
如
来
原
像
の
銅
造
等
身
説
─
付
・
善
光
寺
式
如
来
像

分
布
一
覧
表
お
よ
び
在
銘
該
像
年
表
と
今
昔
物
語
の
日
本
寺
名
索
引
─
」（『
仏
教
芸
術
』

八
十
二
号　

毎
日
新
聞
社　

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
五
日
）。

・
前
掲
註（
5
）山
本
氏
論
文
。

・『
日
本
自
転
車
振
興
会
補
助
事
業
に
よ
る　
前
近
代
に
お
け
る
地
方
間
文
化
交
流
の
研
究
調

査
報
告
書
』　

元
興
寺
文
化
財
研
究
所　

平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
。

・
内
田
啓
一
「
根
津
美
術
館
蔵
善
光
寺
如
来
縁
起
絵
」（『
仏
教
芸
術
』
三
〇
七
号　

毎
日
新



善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
に
関
す
る
試
論

一
七

・
正
覚
寺
本（
福
井
県
越
前
市
）　　
　

紙
本
版
本
著
色　
　
　
　
　

江
戸
時
代

・
浄
真
寺
本（
東
京
都
世
田
谷
区
）　　

絹
本
著
色　
　
　
　
　
　
　

未
詳

・
個
人
蔵
本（
東
京
都
八
王
子
市
）　　

未
詳

・
保
志
仏
教
美
術
館（
福
島
県
）　　
　

未
詳　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
時
代

・
報
恩
寺
本（
岡
山
県
）　　
　
　
　
　

未
詳

・
宝
性
寺
本（
愛
知
県
）　　
　
　
　
　

未
詳

・
興
隆
寺
本（
滋
賀
県
）　　
　
　
　
　

未
詳

　

こ
の
う
ち
荘
厳
寺
・
正
覚
寺
の
二
件
は
、
元
禄
五
年（
一
六
九
二
）か
ら
宝
永
三
年

（
一
七
〇
六
）に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
善
光
寺
出
開
帳
の
際
、
開
帳
先
の
寺
院
へ
配
布
さ
れ

た
、
牛
王
の
御
印
文
と
本
尊
阿
弥
陀
三
尊
の
小
御
影
を
押
印
し
た
木
版
著
色
の
絵
像
の
実
例

で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る（
前
掲
註（
6
）『
日
本
自
転
車
振
興
会
補
助
事
業
に
よ
る　

前
近
代
に
お
け
る
地
方
間
文
化
交
流
の
研
究
調
査
報
告
書
』）。
絵
像
と
札
類
の
融
合
し
た
新

し
い
形
式
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
13
）　

前
掲
註（
6
）『
日
本
自
転
車
振
興
会
補
助
事
業
に
よ
る　
前
近
代
に
お
け
る
地
方
間
文
化
交

流
の
研
究
調
査
報
告
書
』。

（
14
）・
前
掲
註（
6
）内
田
氏
論
文
。

・「
作
品
解
説　

阿
弥
陀
三
尊
像（
善
光
寺
式
）」（
前
掲
註（
6
）『
長
野
市
立
博
物
館
収
蔵
資
料

目
録　

歴
史
14　

善
光
寺
信
仰
関
係
資
料
』）。

（
15
）　

以
下
、
模
刻
の
作
品
名
は
特
に
註
記
す
る
こ
と
な
く
所
蔵
者
名
を
冠
し
て
「
〜
像
」
と
略

記
し
、
適
宜（　

）中
に
所
在
を
註
記
す
る
。

（
16
）　

倉
田
文
作
「
善
光
寺
如
来
考
」（『
國
華
』
八
六
六
号　

國
華
社　

昭
和
三
十
九
年
五
月
一

日
）。

　

現
存
作
例
の
年
代
別
に
み
る
遺
例
は
、
前
掲
註（
3
）古
幡
氏
論
文
に
よ
る
と
、
鎌
倉
時
代

の
製
作
と
わ
か
る
作
例
が
百
九
十
九
件
、
南
北
朝
時
代
が
十
九
件
、
室
町
時
代
が
六
十
九
件

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）　

前
掲
註（
6
）内
田
氏
論
文
。

（
18
）　

前
掲
註（
5
）山
本
氏
論
文
。

（
19
）　

前
掲
註（
6
）内
田
氏
論
文
。

（
20
）・
吉
原
浩
人
「〈
翻
刻
〉岡
崎
市
満
性
寺
蔵
『
善
光
寺
如
来
伝
私
考
』」（『
絵
解
き
研
究
』
第
二

号　

絵
解
き
研
究
会　

昭
和
五
十
九
年
九
月
三
十
日
）。

・
吉
原
浩
人
「〈
台
本
翻
刻
〉岡
崎
市
満
性
寺
蔵
『
善
光
寺
如
来
伝
』」（『
絵
解
き
─
資
料
と
研

究
』　

三
弥
井
書
店　

平
成
元
年
七
月
二
十
日
）。

・
吉
原
浩
人
「『
善
光
寺
如
来
絵
伝
』
の
絵
解
き
」（『
語
り
紡
ぐ　

絵
解
き
の
ふ
る
さ
と
信

濃
』　

笠
間
書
院　

平
成
十
二
年
四
月
十
五
日
）。

（
21
）　

延
享
二
年（
一
七
四
五
）成
立
の
絵
解
き
台
本
で
あ
る
『
善
光
寺
如
来
伝
』（
満
性
寺
蔵
）に

よ
る
と
、
こ
の
後
、
源
頼
朝
・
武
田
信
玄
ら
著
名
人
の
名
と
と
も
に
中
世
の
善
光
寺
本
尊
の

霊
験
が
語
ら
れ
、
更
に
三
国
に
お
け
る
仏
法
そ
の
も
の
の
利
益
や
、
邪
魔
に
対
す
る
優
越
性

な
ど
に
も
言
及
が
あ
る（
前
掲
註（
20
）吉
原
氏
翻
刻
）。
昭
和
五
十
七
年
の
絵
解
き
に
お
い
て

も
、
や
は
り
絵
伝
に
従
っ
て
縁
起
が
語
ら
れ
た
後
、
善
光
寺
関
係
の
説
話
を
交
え
な
が
ら
仏

教
そ
の
も
の
の
あ
り
が
た
さ
が
説
か
れ
て
い
る（
吉
原
浩
人
「
現
行
絵
解
き　

善
恵
寺
今
井

祐
成
師
『
善
光
寺
如
来
絵
伝
』
絵
解
き
」『
絵
解
き
─
資
料
と
研
究
』　

三
弥
井
書
店　

平
成

元
年
七
月
二
十
日
）。

（
22
）　

伽
藍
の
上
方
に
本
尊
を
配
す
る
構
図
は
、
内
田
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、
宮
曼
荼
羅
を
想
起

さ
せ
る（
前
掲
註（
6
）内
田
氏
論
文
）。
宮
曼
荼
羅
は
平
安
時
代
末
期
に
は
文
献
に
現
れ
、
鎌

倉
時
代
十
三
世
紀
に
数
例
が
確
認
で
き
、
十
四
世
紀
以
降
は
作
例
も
増
え
定
型
化
が
み
ら
れ

る
。
宮
曼
荼
羅
か
ら
の
直
接
の
影
響
と
は
考
え
に
く
い
が
、
伽
藍
の
上
方
に
諸
尊
を
描
く
意

識
が
当
時
の
社
会
に
は
あ
り
、そ
の
一
端
が
根
津
美
術
館
本
に
も
表
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
23
）　

前
掲
註（
2
）参
照
。

（
24
）　

内
田
啓
一
『
日
本
仏
教
版
画
史
論
考
』　

法
蔵
館　

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
日
。

（
25
）　

前
掲
註（
24
）内
田
氏
論
文
。

（
26
）　

前
掲
註（
16
）倉
田
氏
論
文
。

（
27
）　

前
掲
註（
6
）内
田
氏
論
文
。

（
28
）　

時
代
は
降
る
が
、
個
人
蔵
本（
大
阪
府
大
阪
市
）で
は
、
月
蓋
長
者
と
夫
人
の
図
様
が
さ
ら

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
二
者
の
頭
部
が
方
座
の
下
端
に
か
か
る
程
度
の
位
置
に
描
か
れ
て
い

る
。
こ
の
絵
像
は
阿
弥
陀
三
尊
の
上
方
に
天
蓋
を
配
す
る
た
め
、
縦
長
の
構
図
に
合
わ
せ
て

二
者
の
図
様
を
下
方
へ
ず
ら
し
、
構
図
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
御
影

札
に
は
二
者
を
表
さ
な
い
場
合
も
散
見
さ
れ
る
。

（
29
）　

前
掲
註（
5
）山
本
氏
論
文
。



善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
に
関
す
る
試
論

一
八

（
30
）　

降
幡
浩
樹
「
阿
弥
陀
三
尊
像
」（
前
掲
註（
6
）『
女
た
ち
と
善
光
寺
』）。

（
31
）　

前
掲
註（
3
）古
幡
氏
論
文
。

（
32
）　

前
掲
註（
16
）参
照
。

（
33
）　

繡
仏
・
髪
繡
に
関
す
る
主
要
参
考
文
献
は
下
記
の
通
り
。

・
石
田
茂
作
「
日
本
仏
教
と
繡
仏
」（『
繡
仏
』　

角
川
書
店　

昭
和
三
十
九
年
四
月
十
日
）。

・
前
掲
註（
9
）伊
藤
氏
論
文
。

　

伊
藤
氏
は
、
髪
繡
に
関
す
る
最
も
早
い
記
録
と
し
て
、
九
条
兼
実
の
日
記
『
玉
葉
』
文
治

四
年（
一
一
八
八
）五
月
二
十
九
日
条
に
、
女
房
三
位
の
局
が
小
善
を
修
す
る
な
か
で
、
亡
者

の
遺
髪
を
も
っ
て
阿
弥
陀
の
種
子
を
繡
っ
た
と
い
う
記
事
を
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た『
吾
妻
鏡
』

や
『
沙
石
集
』
に
も
亡
く
な
っ
た
他
者
の
供
養
の
た
め
に
遺
髪
や
発
願
者
の
毛
髪
を
用
い
て

梵
字
を
繡
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
こ
の
よ
う
な
追
善
の
意
図
は
、
種
子
を

表
す
以
外
の
作
例
で
も
基
本
的
に
は
同
様
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
た
。

　

な
お
、
内
田
啓
一
氏
は
「
仏
画
に
お
け
る
生
身
性
に
つ
い
て
─
五
色
糸
と
髪
繡
」（『
早
稲

田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
五
十
七
輯
第
三
分
冊　

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科　

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
六
日
）に
お
い
て
、
髪
繡
を
絵
像
に
お
け
る
生
身
性
と

解
さ
れ
た
が
、
善
光
寺
如
来
に
関
し
て
だ
け
言
え
ば
、
生
身
性
は
縁
起
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ

て
い
る（
長
岡
龍
作
「
高
清
水
善
光
寺
阿
弥
陀
如
来
像
と
中
世
の
生
身
観
」　
『
仏
教
芸
術
』

三
〇
七
号　

毎
日
新
聞　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日
）。
従
っ
て
、
髪
繡
で
生
身
性
を

表
出
す
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
個
人
的
に
造
顕
し
た
絵
像
が
、
後
世
に
ど
う

見
ら
れ
る
か
は
ま
た
別
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
段
階
で
生
身
性
が
見
出
さ
れ
て
い
た
と
考
え

る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

［
付
記
］　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
諸
先
学
に
御
指
導
・
御
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
根
津
美
術
館

に
は
作
品
調
査
の
貴
重
な
機
会
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ま
た
図
版
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
御

所
蔵
者
な
ら
び
に
関
係
諸
機
関
の
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。�

（
美
術
館　

學
藝
員
）
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誠

徳
　
　
川
　
　
義
　
　
崇

編
集
者

発
行
者

〒
171
─

0031
　
東
京
都
豊
島
区
目
白
三
ノ
八
ノ
十
一

公
益
財
団
法
人
　

徳
川
黎
明
会

電
話
（
3950
）
〇
一
一
一
番
（
代
）

〒
171
─

0031
　
東
京
都
豊
島
区
目
白
三
ノ
八
ノ
十
一

徳
川
林
政
史
研
究
所

電
話
（
3950
）
〇
一
一
七
番
（
代
）

〒
461
─

0023
　
名
古
屋
市
東
区
徳
川
町
一
〇
一
七

徳

川

美

術

館

電
話
（
935
）
六
二
六
二
番
（
代
）

制
作
所

〒
605
─

0089
　
京
都
市
東
山
区
元
町
三
五
五

株
式

会
社�

思
文
閣
出
版

電
話
（
533
）
六
八
六
〇
番
（
代
）

印
刷
所

〒
600
─

8805
　
京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
鍵
田
町
二

株
式
会
社
　
図
書

印
刷　

同
朋
舎

電
話
（
361
）
九
一
二
一
番
（
代
）
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